
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域振興局） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 誰とでも楽しめる観光地域づくり「あなたの手は誰かの翼」 

事業主体 

（連絡先） 

ユニバーサルフィールドづくり実行委員会 

長野県諏訪郡富士見町境 12067富士見高原リゾート内 

事業区分 6ア 特色ある観光地づくり  1 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費  3,311,231円（うち支援金：2,648,000円） 

①県内における「ユニバーサルツー  

 リズム」の推進。拡大。 

②「観光」と「福祉」の連携推進 

③県外からも選ばれ、障がいや年齢 

 を理由に断らない環境づくり。 

写真） 

※自己評価【A】 

【理由】 

長野県健康福祉部「地域福祉支援

計画」（2019-2022）に信州型ユニ

バーサルツーリズムに関連する記

載が盛り込まれた。 

【ユニバーサルフェス】 

 
 【目標・ねらい】 

 

１）「あいサポートフォーラム」「関東甲信越社会教育大 

 会」など啓蒙活動に関する想定を超えた機会を得た。 

２）花田養護学校と連携した事業は生徒、教員だけでな

く、両親や兄弟児もふくめた外出支援、地域人材との

交流活動へつなげることが出来た。 

３）ユニバーサルフェスなどの主な開催地である「富士

見高原リゾート」は長野県「福祉のまちづくり県知事

表彰」、内閣府「バリアフリー・ユニバーサルデザイン

功労者表彰特命担当大臣奨励賞」を受賞するなど、県

内外における山岳高原地域における障害者高齢者を

対象とした合理的配慮の実践地として評価された。 

１）地域福祉人材を活用したワークショップ 

 ①福祉団体と連携した取り組み 

 ②美術館等屋内施設における取り組み 

 ③屋外空間利用に関した取り組み 

 ④特別支援学校の外出支援に関わる取り組み 

 ⑤中学校等における人権教育（インクルーシブ教育） 

２）ユニバーサルフェス（イベント）通した啓蒙活動 

 ①信州大学と連携したプログラムづくり 

 ②障がい当事者と家族がともに楽しめる企画づくり 

 ③イベントを通し、「ユニバーサルツーリズム」に関 

  連して県内に広がる取り組みをまとめたテレビ番 

  組の放送と web 視聴環境の確保。 

1）山岳高原地域における障害者高齢者を対象とした「合理的配慮の提供」に関する事例の開示、

視察の受入れ、他地域へのノウハウ提供。 

2）花田養護学校などと連携した地域と障害当事者を繋ぐ取り組みの継続 

3）障がい者、高齢者を断らない観光、健康長寿プログラムの造成と提供 


